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会議録（案） 

会議の名称 西東京市立中原小学校建替協議会（第８回会議） 

開 催 日 時 平成28年７月27日（水） 午前９時40分から午前11時３分まで 

開 催 場 所 田無庁舎５階 502会議室 

出 席 者 

＜委員＞沼本禧一、長濱美玲、大谷千夏、河野美晴、梅原后代、森辰子、

佐藤裕子、石坂裕香、水野伸一郎、 

＜事務局＞手塚光利（教育部長）、南里由美子（教育部特命担当部長）、

和田克弘（教育企画課企画調整係主査)、小倉懸自（教育企画課企画調整

係主事）、利根川遼（教育企画課企画調整係主事）、等々力優（学校運営

課長）、名古屋勇（学校運営課施設係長）、稲村敬史（学校運営課施設係

主任）黒田誠（学校運営課施設係主事）、田中稔（教育指導課長）、今野

雅行（建築営繕課建築営繕係主査）、名古屋裕之（建築営繕課建築営繕係

主事） 

傍 聴 者 ０人 

議 題 

１ 開会  

２ 会議録の確認 

３ 基本平面案の検討について 

４ その他 

５ 閉会 

会議資料の

名  称 
資料１ 西東京市立中原小学校建替協議会（第７回会議）会議録（案） 

記 録 方 法 □全文記録 ☑発言者の発言内容ごとの要点記録 □会議内容の要点記録 

会議内容  

 

＜○発言者：発言内容＞ 

開会 

 

議題２ 会議録の確認 

○会長：第７回の会議録（案）について事前に送付しているが、訂正すべき箇所などが

あれば発言願いたい。 

○委員：（異議なし） 

○会長：何もないようなので正式な会議録とする。 

 

議題３ 基本平面案の検討について 

○事務局：基本平面案の検討について説明。 
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○会長：感想や質問があれば発言願いたい。 

○委員：（質問なし） 

 

 

○会長：配置案について、特別支援学級の配置、昇降口の配置の２点について、を中心

に、各委員から３つの配置案について意見を伺いたい。 

 

＜特別支援学級の配置について討議＞ 

○委員：特別支援学級を１階と２階に分けるのはなぜか。同フロアにあったほうが良

い。 

○事務局：現状２フロアで運用しているため、（案）として提示した。 

○委員：特別支援学級の職員室は教室に隣接しているほうがよい。フロアを分けた場

合、どちらかのフロアには職員室がない状況になる。 

○委員：子どもたちを指導する教員にとっても、１フロアのほうがよい。 

○委員：安全面を考慮した場合、１フロアのほうがよい。 

○委員：１フロアがよいが、学童クラブとは離して設置したほうがよい。 

○委員：学童クラブは児童センターと近い方が、連携がとれてよい。 

○委員：特別支援学級のスクールバスで登下校する場合、どこから入るのか。 

○事務局：現在は、通常級と同じ、プロムナード側から入ることを想定している。 

○会長：５分の２ほどの児童はスクールバスを利用している。小さくてもよいので、北

側に出入口を設置したほうがよい。 

○委員：Ｂ－３案で、児童が運動できるスペースが少ないように感じる。 

○事務局：プレイルームとして８ｍ四方のスペースを用意している。 

○委員：特別支援学級の吹き抜けはホールとして使えるのか。 

○事務局：現在は、採光スペースとして考えている。 

○委員：Ａ学級とＢ学級の教室はなるべく分けて設置した方がよい。 

 

＜昇降口の配置について討議＞ 

○委員：学童クラブの昇降口は北側を使用するのか。 

○事務局：学童クラブは校庭に面している掃出し窓から出入りをする。 

○会長：学童クラブの出入りが校庭側からということで、児童が、学校とは違う意識で

入ることができるという声がある。 

○委員：南門からの登校は可能なのか。 

○事務局：想定はしていないが、緊急車両等は入れるようにしている。 

○委員：Ｂ－３案では、昇降口を校庭側に設置することは可能か。 

○事務局：特別支援学級の配置の兼ね合いもあり難しい。 

○委員：Ｂ－３案の昇降口の幅は現状とくらべてどうか。避難時に狭いことはないの

か。 

○事務局：昇降口の大きさは、標準的なものであり、避難時に狭すぎるというほどでは

ない。また、避難時は避難用の階段を併せて使用する。 

○会長：昇降口がグラウンドに面していると、砂が入りやすい。 

○会長：Ｂ－２案とＢ－３案とで昇降口の向きが違うが、間口の広さは異なるのか。 

○事務局：Ｂ－２案のほうが広くとっているが、Ｂ－３案でも必要十分なサイズであ
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る。 

○委員：どの案にしても、昇降口から入った児童は、昇降口最寄りの階段を使用するの

か。 

○事務局：南側校舎の児童は、南側の階段も利用する。階段の位置は今後見直しをす

る。 

○会長：階段の幅はどれくらいか。 

○事務局：階段の幅は５ｍほどである。幅を広くとれるので、左右で段数を変えるな

ど、アレンジが出来る。 

○委員：Ｂ－３案で、登校時に児童がたまってしまうことはないのか。 

○会長：登校時間に幅をもたせ、雨天時には早めに入れるなど対応しているので、その

心配はない。 

○委員：Ｂ－３案がよいが、特別支援学級のスペースをもう少し広くとっていただきた

い。 

○会長：東門、西門から見たときに、すっきり見えるＢ－３案はよいと思う。 

○委員：西門からも、東門からも入りやすいＢ－３案がよい。また、菜園も広く、よ

い。 

 

○会長：ここまでの討議ではＢ－３案が方向性としては良いのではないかと思う。本日

出た意見を次回以降の会議に反映させていきたい。 

 

議題４ その他 

○事務局：第９回会議の日程調整について。 

 

閉会 

 


